
物理基礎 指導案 

指導者        

１ 履修単位数  ２単位 

２ 実 施 日 時  令和３年 

３ 学   級   

４ 使用教科書  高等学校 改訂 物理基礎（第一学習社） 

５ 単 元 名      運動の法則 

６ 単元設定の理由 

 中学校では，第 1 分野「運動とエネルギー」で，物体に力がはたらくときの運動及び力がはた

らかないときの運動，等速直線運動について学習している。ここでは，中学校での学習を発展さ

せ，直線運動を中心に，物体に一定の力を加え続けたときの運動に関する実験などを行い，物体

の質量，物体にはたらく力，物体に生じる加速度の関係について理解させるとともに，慣性の法

則，運動の第２法則，作用・反作用の法則を理解させることがねらいである。 

 具体的な数字がないと理解しにくい内容であるため，実験で図やグラフを効果的に使用し，視

覚的に理解させたい。実験で得た結果をグラフにまとめる活動を通して，科学的に考察する力を

身につけさせたいと考え，本単元を設定した。 

７ 単元の目標 

（1）運動の法則について，日常生活や社会との関連を図りながら，実験を通して意欲的に探究さ

せる。  

（2）グラフより，物体の加速度の大きさと物体が受ける力の大きさが比例の関係にあることと，

物体の加速度の大きさと物体の質量が反比例の関係にあることを理解させる。 

８ 単元の評価規準 

（1）運動の法則に関心をもち，意欲的に探究しようとしている。（関心・意欲・態度） 

（2）一定の力を加え続けたときの物体の運動について考察し，考えを表現することができる。

（思考・判断・表現） 

（3）実験を行い，その基本操作を習得するとともに，観察・実験の過程や結果を的確に記録し，

整理できる。（観察・実験の技能） 

9 指導計画・評価計画（４時間） 

時間 学習内容 ねらい 

単元の評価規準との関連 

評価方法等 関心 
意欲 
態度 

思考 
判断 
表現 

観察 
実験 
技能 

知識 
理解 

 
１ 

 
 

２ 
 
 
３ 

(本時) 
 
４ 
 

 
・慣性の法則 
 
 
・運動の法則 
 （実験） 
 
・運動の法則 
（まとめ） 

 
・運動方程式 

 
・物体には，そのときの運動状
態を保ち続けようとする性質
があることを理解する 
・物体の運動についての実験
を適切に行うことができる。 
 
・実験内容をまとめ，運動の法
則について理解することがで
きる。 
・運動方程式について理解し，
活用することができる。 
 

 
 
 
 
○ 
 
 
 

 
○ 
 
 
 
 
 
○ 
 
 
◎ 
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○発問 
 
 
◎ワークシート 
○発問 
 
◎ワークシート 
○発問 
 
◎ワークシート 

 

 



10 本時の指導目標 

 実験の内容をまとめることで，物体の質量，物体にはたらく力，物体に生じる加速度の関係を

見いだし，運動の法則について理解することができる。（思考・判断・表現）（知識・理解） 

11 本時の展開 

時間 
(分) 

学習活動 指導上の注意 
学習活動における 
具体の評価規準 

評価方法 

 
導 
入 

(10) 
 

 

１． 前時の実験に
ついて復習す
る。 

 
 

 

・前時の実験について
何が目的であったか
確認する。 

〇前時の実験につ
いて理解してい
る。 

（知識・理解） 

・行動観察 
・発問 

 
展 
開 

(35) 
 
 

２．前時の実験のデ
ータをワークシー
トにまとめ，「a-t
グラフ」を作成す
る。 

 
 

３．力の大きさを変
化させたときのグ
ラフを確認し，力
の大きさと加速度
の大きさが比例の
関係にあることを
理解する。 

 
４．質量を変化させ
たときのグラフを
確認し，質量と加
速度の大きさが反
比例の関係にある
ことを理解する。 

 
 
５．運動の法則（運
動の第２法則）に
ついて理解する。 

 

・生徒それぞれにグラ
フ上の点の取り方を
伝える。また，それぞ
れの点をつなぐ直線
もしくは曲線をかか
せる。 

 
・かいたグラフを確認
させ，直線がかける
ことに気づかせる。 

・力の大きさと加速度
の大きさが比例の関
係にあることを理解
させる。 

 
・かいたグラフを確認
させ，曲線がかける
ことに気づかせる。 

・質量と加速度の大き
さが反比例の関係に
あることを理解させ
る。 

 
・運動の法則（運動の第
２法則）について理
解させる。具体的な
数値を提示して，値
の変化を計算させ，
関係を理解させる。 

〇実験データをグラ
フにまとめること
ができる。 

（思考・判断・表現） 
 
 
 
〇力の大きさと加
速度の大きさが
比例の関係にあ
ることをグラフ
から読み取るこ
とができる。 

（思考・判断・表現） 
 
〇質量と加速度の
大きさが反比例
の関係にあるこ
とをグラフから
読み取ることが
できる。 

（思考・判断・表現） 
 
〇運動の法則（運動
の第２法則）につ
いて理解できる。 

（知識・理解） 
 

・ワークシート 
 
 
 
 
 
 
・発問 
 
 
 
 
 
 
 
・発問 
 
 
 
 
 
 
 
・行動観察 
・発問 

ま 
と 
め 
(5) 

 
 

６．運動の法則につ
いてノートにまと
め，理解を深める。 

・運動の法則について，
理解できているか確
認させる。 

  

〇本時の内容を振
り返ることがで
きる。 

（思考・判断・表現） 
 

・ワークシート 
 

 

力の大きさ，質量と加速度の大きさにはどのような関係があるだろうか。 

 


